
こ
の
度
の
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

郡
山
市
は
、
震
災
後
直
ち
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧

に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
震
災

対
応
は
災
害
復
旧
か
ら
復
興
へ
と
、
次

の
ス
テ
ー
ジ
に
移
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
は
、
震
災
直
後
に
郡
山
市
の
防
災

対
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
拝
命
し
ま
し
た
。

市
の
抱
え
る
緊
急
課
題
に
つ
い
て
国
や

県
と
の
調
整
に
あ
た
り
、
迅
速
に
意
思

決
定
で
き
る
よ
う
協
力
し
て
い
ま
す
。

農
業
者
の
皆
さ
ん
や
地
元
の
企
業
経
営

者
の
皆
さ
ん
、
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ん
た

ち
と
日
々
対
話
し
、
現
場
の
声
を
反
映

さ
せ
た
政
策
を
立
案
し
、
政
府
に
提
案

す
る
こ
と
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
東
北
３
県
に
及

び
、
大
地
震
、
大
津
波
に
加
え
原
発
事

故
、
原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
と
過

去
に
例
を
み
な
い
大
災
害
と
な
り
ま
し

た
。
国
家
の
危
機
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

非
常
時
に
は
国
の
危
機
管
理
能
力
、

統
治
能
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
原
発
事
故

対
応
を
ど
う
見
る
か
。
危
機
管
理
の
要

諦
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
対
処
す

る
こ
と
。
残
念
な
が
ら
国
の
緊
急
事
態

宣
言
や
そ
の
後
の
対
応
は
遅
れ
、
初
期

の
段
階
で
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
断
る

等
、
対
応
は
後
手
、
後
手
に
回
り
、
危

機
を
管
理
で
は
な
く
、
増
幅
さ
せ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
政
治
主
導
、
官
邸
主
導

が
機
能
し
て
い
ま
せ
ん
。
官
邸
に
対
策

本
部
が
20
も
乱
立
し
、
船
頭
多
く
し
て

船
山
に
登
る
、
意
思
決
定
も
遅
れ
、
無

責
任
体
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
求
め

ら
れ
る
の
は
、
司
令
塔
機
能
、
指
揮
命

令
系
統
を
一
元
化
し
、
プ
ロ
の
政
治
家

が
官
僚
と
緊
密
に
連
携
し
、
最
終
責
任

は
政
治
家
が
と
る
と
い
う
統
治
シ
ス
テ

ム
を
創
り
上
げ
る
こ
と
。
簡
素
で
ス
ピ

ー
デ
ィ
ー
、強
力
な
統
治
が
必
要
で
す
。

私
の
地
元
、
経
済
県
都
郡
山
は
、
地

震
に
よ
る
被
害
に
加
え
、
原
発
事
故
に

起
因
す
る
風
評
被
害
に
よ
り
、
農
業
は

も
と
よ
り
加
工
食
品
、
観
光
等
、
業
種

を
問
わ
ず
幅
広
い
分
野
で
企
業
活
動
が

大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
ま
す
。
こ
こ

か
ら
立
ち
直
る
べ
く
、
返
済
猶
予
等
民

間
金
融
機
関
の
努
力
や
政
府
系
金
融
機

関
の
低
利
融
資
な
ど
、
資
金
面
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
体
制
を
強
化
し
て
お
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
の
融
資
制
度
だ
け
で
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
限
界
を
超
え

て
地
元
企
業
を
立
て
直
す
に
は
、「
地

域
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
し
、
被

災
企
業
へ
の
出
資
、資
本
注
入
を
行
い
、

低
利
ま
た
は
無
利
子
の
資
金
や
資
本
を

確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、



街
の
再
生
に
は
同
様
の
「
街
づ
く
り
再

生
フ
ァ
ン
ド
」
を
創
設
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
同
時
に
、
官
民
共
に
市
民
一

丸
と
な
っ
て
総
力
を
挙
げ
た
風
評
被
害

対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

郡
山
は
水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
農
業
都

市
。
規
制
値
を
超
え
て
い
な
い
地
元
の

安
全
・
安
心
な
お
い
し
い
農
産
物
ま
で

が
一
律
に
出
荷
制
限
・
摂
取
制
限
を
か

け
ら
れ
、
し
か
も
十
分
な
事
実
確
認
を

し
な
い
ま
ま
福
島
県
全
域
が
規
制
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
、
規
制
単
位
も
市
町

村
ご
と
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

対
応
を
な
ぜ
最
初
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
出

来
な
か
っ
た
の
か
。
科
学
的
根
拠
や
合

理
性
が
乏
し
い
一
律
的
・
硬
直
的
な
規

制
、
点
で
は
な
く
面
で
の
規
制
は
産
地

を
つ
ぶ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
福
島
県

全
体
が
汚
染
さ
れ
た
と
誤
解
さ
れ
て
い

ま
す
。
米
・
野
菜
等
の
農
産
物
を
作
る

こ
と
は
、
生
産
者
が
希
望
を
持
っ
て
生

き
る
こ
と
、
人
の
命
を
守
る
こ
と
を
意

味
す
る
の
で
す
。
場
当
た
り
の
政
府
の

政
治
主
導
が
風
評
被
害
を
助
長
し
ま
し

た
。
政
府
の
政
策
は
、
消
費
の
安
全
・

安
心
を
第
一
に
考
え
つ
つ
、
規
制
す
る

エ
リ
ア
を
決
め
、
そ
こ
に
生
活
し
仕
事

を
し
て
生
き
て
い
る
人
々
に
も
最
大
限

の
配
慮
が
必
要
で
す
。「
総
理
指
示
」

と
は
い
え
、
福
島
県
全
体
を
対
象
と
す

る
規
制
は
、
法
律
が
予
定
す
る
「
必
要

な
限
度
」
を
超
え
る
運
用
で
は
な
か
っ

た
か
。「
総
理
指
示
」
に
よ
る
出
荷
制

限
、
こ
れ
に
基
づ
く
直
接
被
害
、
風
評

被
害
は
、
一
義
的
に
は
東
電
、
最
終
的

に
は
国
が
責
任
を
持
っ
て
、
そ
の
損
害

に
対
し
て
万
全
な
補
償
を
す
べ
き
で
す
。

な
ぜ
な
ら
、
十
分
な
事
実
確
認
を
せ
ず

に
規
制
を
行
っ
た
の
は
今
の
政
府
で
あ

り
、
そ
の
規
制
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害

に
対
す
る
賠
償
補
償
は
、
規
制
と
一
体

だ
か
ら
で
す
。

そ
れ
に
加
え
、
自
治
体
へ
の
事
前
連

絡
無
し
に
行
わ
れ
た
「
避
難
区
域
の
拡

大
」、
一
ヵ
月
が
経
過
し
て
か
ら
の
事

故
評
価
の
「
レ
ベ
ル
７
」
へ
の
引
き
上

げ
は
、
現
場
に
更
な
る
混
乱
を
招
く
と

と
も
に
、
風
評
被
害
を
拡
大
さ
せ
ま
し

た
。
特
定
さ
れ
る
「
被
害
」
か
ら
不
可

避
的
な
災
い
、
す
な
わ
ち
「
災
害
」
に

質
的
に
変
化
し
た
の
で
す
。

地
震
、
津
波
か
ら
の
復
旧
、
復
興
は

目
に
み
え
た
形
で
進
み
ま
す
が
、「
風

評
災
害
」
は
目
に
見
え
ず
、
ど
こ
ま
で

広
が
る
か
、
い
つ
収
束
す
る
か
予
測
で

き
ま
せ
ん
。

鎮
静
化
を
待
つ
と
い
う
受
け
身
の
姿

勢
で
は
、
こ
の
難
局
は
乗
り
越
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
特
に
、
こ
の
問
題
は
福
島
県

特
有
の
も
の
で
、
こ
れ
を
ど
う
解
決
す

る
の
か
、
地
元
か
ら
声
を
挙
げ
る
、
地

元
か
ら
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
鍵
を
握

り
ま
す
。
豊
か
な
食
の
大
地
を
再
生
す

る
た
め
に
は
、
①
科
学
的
、
専
門
的
な

検
査
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
。
②
そ
こ

か
ら
得
ら
れ
る
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ

く
安
全
宣
言
を
出
す
。
③
検
査
シ
ス
テ



ム
に
裏
打
ち
さ
れ
、
安
全
・
安
心
で
高

品
質
な
農
産
物
、
加
工
食
品
を
、
自
信

を
持
っ
て
作
る
。
④
首
都
圏
、
近
畿
圏

は
じ
め
日
本
全
国
へ
「
ト
モ
ダ
チ
作
戦

（
ア
メ
リ
カ
の
日
本
支
援
）」
日
本
版
と

も
言
え
る
「
日
本
の
絆
（
き
ず
な
）
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
、
産
品
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
【
安
全
の
確
認
�
安
全
の

宣
言
�
自
信
を
持
っ
た
生
産
�
大
々
的

な
産
品
の
ア
ピ
ー
ル
】。
こ
れ
が
農
の

復
興
へ
の
シ
ナ
リ
オ
と
な
り
、
郡
山
発

の
命
を
繋
ぐ
食
の
復
興
は
、
全
体
の
復

興
の
牽
引
者
と
な
り
モ
デ
ル
と
な
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
伊
藤
和
さ
ん
が

立
ち
上
げ
た
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
運
動
の
先

駆
け
郡
山
農
学
校
は
、「
ア
グ
リ
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」
と
題
し
、
ま
さ
に
私
が
描

く
「
匠
シ
ナ
リ
オ
」
に
そ
っ
て
「
地
産

地
食
（
地
の
産
物
を
地
の
人
が
食
べ

る
）」
と
し
て
地
元
か
ら
動
き
だ
し
て

い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
大
前
提
と
し
て
、

原
発
の
廃
炉
、
原
発
事
故
の
収
束
へ
の

工
程
表
の
前
倒
し
、
終
息
を
さ
ら
に
急

ぐ
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

歴
史
に
刻
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
の
大

災
害
を
、
ど
う
乗
り
越
え
復
興
に
繋
げ

て
い
く
か
、
歴
史
的
な
大
局
観
を
持
っ

た
視
点
が
い
ま
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

将
来
へ
の
不
安
や
明
日
へ
の
希
望
を
失

い
そ
う
に
な
る
状
況
で
、
閉
塞
感
ば
か

り
が
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、時
代
は
自
分
た
ち
で
動
か
せ
る
し
、

力
を
合
わ
せ
て
作
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
す
。
郡
山
に
は
様
々
な
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
豊
か
な
農
産
物
を
育
む
命
の

大
地
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
業
集
積
の
拠
点

で
あ
り
、
磐
梯
熱
海
温
泉
等
の
観
光
資

源
も
災
害
へ
の
強
さ
を
発
揮
し
て
い
ま

す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
も
恵
ま
れ
、

風
力
発
電
等
の
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点

に
も
な
る
し
、
自
然
と
都
市
が
共
生
す

る
田
園
都
市
構
想
に
は
最
適
な
地
な
の

で
す
。
空
港
、
高
速
道
路
、
新
幹
線
の

高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
リ
ダ
ン
ダ

ン
シ
ー
（
安
全
の
た
め
の
代
替
設
備
の

確
保
）
の
考
え
方
で
更
に
強
化
し
て
、

「
復
旧
か
ら
復
興
、
新
た
な
創
造
へ
。」

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

時
代
は
動
か
せ
る
。
明
治
維
新
、
戦

後
の
驚
異
的
復
興
、
日
本
人
は
幾
度
も

苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
必
要

な
の
は
、
日
本
人
の
志
、
お
互
い
の
助

け
合
い
、
地
域
の
底
力
、
可
能
性
を
信

じ
て
、
英
知
を
結
集
し
て
、
郡
山
の
未

来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
私
た

ち
一
人
一
人
が
今
出
来
る
こ
と
か
ら
始

め
ま
し
ょ
う
。

震
災
か
ら
１
ヵ
月
目
の
４
月
11
日
、

郡
山
医
師
会
菊
池
辰
夫
会
長
に
、
こ
の

震
災
で
医
師
会
が
果
し
た
役
割
、
こ
れ


